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1.研究目的および研究成果

地球規模での環境問題の一つである熱帯降雨林の減少は､年間1,700万haと推

定されているが､熱帯 ･亜熱帯地域の発展途上国の92カ国以上にも分布 してい

るマングローブ林の減少も著 しく､熱帯降雨杯同様に地球規模でのマングロー

ブ林の保護 とその造成が急務の課題となっている｡

また一方､マングローブ林が減少 している発展途上国の中でもタイ､インド

ネシア､ミャンマーをはじめとする多くの国々では積極的にマングローブの造

林を開始 しはじめている｡しかしながら､マングローブ林の主要構成樹種であ

るヒルギ科(Rhizophoraceae)の樹種は､胎生種子(viviparousseeds)を形成 し､

一本の母樹(mothertree)からは大量の胎生種子が採種できない特性をもってい

る｡ したがって､特定の地域 (産地)内で､形質の優良なマングローブの母樹

から採種 した胎生種子を用いての造林は望むべくもないのが現状である｡

このような現状を踏まえ､わが国唯一広汎にマングローブが分布 し､マング

ローブに関する研究の地理的条件に恵まれた沖縄の特性を生か して､本研究で

は､沖縄に産するマングローブの中でも､熱帯地域の国々に広 く分布するマン

グローブ構成樹種を主体にその組織培養による大量増殖法に関する基礎的技術

に関する指針を得ようとしたものである｡

以上のような研究目的に治って､本研究成果報告書では､初めに世界のマン

グローブの分布と沖縄に分布するマングローブについて概説 し､沖縄のマング

ローブの位置づけを簡単に記載 した｡次に､沖縄すなわち琉球列島のマングロ

ーブ林の主要構成種の中からオヒルギ(Bruguieragymnorrhiza(L.)Lank.)､

ヤエヤマヒルギ (RhizophorastylosaGriff.)､メヒルギ (Kandeliacandel

(L.)Druce)を主要な材料とし､付随的な材料としてマヤブシキ (Sonneratia

旦上垣 J.Smith)､ヒルギダマシ(AvicenniamiBLiAa(Forsk.)Wil上d.)､オオハマ

ボウ(HibiscustiliaceusL.)の合計6マングローブ構成樹種を用いての組織培

養について論述されている｡オヒルギ､ヤエヤマヒルギ､メヒルギでは胎生種

子が材料とされ､ヒルギダマシでは半胎生種子が､マヤブシキとオオハマボウ

では種子が材料として用いられている｡これまでマングローブ構成樹種の組織

培養ではコンタミ率が高い傾向にあったが､本研究ではエタノールと次亜塩素

酸ナ トリウムの滅菌方法によりコンタミ率が低く抑えられている｡組織培養に
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使用された植物ホルモンはサイトカイニンとしてカイネチン､オーキシンとし

て2,4-Dであるが､2,4-Dのみでもマングローブ構成樹種のある種ではカルスが

誘導可能であるなどの知見が得 られている｡また､それらの結果から､マング

ローブ構成樹種の組織培養に関する今後の研究の方向性等についても考察が加

えられている｡
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